
花粉増量剤の石松子に代わるシリカゲルを用いた 

｢土佐文旦｣の着果安定技術 

 

農業技術センター果樹試験場 

 

［背景・ねらい］ 

「土佐文旦」の栽培では、安定した着果や良好な果実品質を得るために、人工受粉が不可欠で

ある。人工受粉時には、ヒュウガナツ花粉に増量や着色を目的として石松子と呼ばれる花粉増

量剤を混合して用いられる。しかし、石松子の原料であるヒカゲノカズラ胞子は、海外産に依存

しており、供給不足により製品価格が高騰している。 

そこで、石松子の代替として、安定して入手でき、かつコスト削減につながる花粉増量剤を用

いた着果安定技術を確立する。 

なお、これまで｢土佐文旦｣において、石松子の代替資材が着果や果実品質に及ぼす影響は検討

されていなかった。 

 

［新技術の内容・特徴］ 

内　容 

　｢土佐文旦｣における石松子の代替資材として、シリカゲル(商品名:SYLYSIA 470、富士シリシ

ア化学(株))を使用する。 

特　徴 

1.　ヒュウガナツの花粉発芽率は、石松子と同等である(表1)。 

2.　受粉3ヶ月後の着果率は、いずれの園地も石松子と同等である(表2)。 

3.　収穫時の果実品質および完全種子数は、石松子と比較して差がみられない(表3、写真1)。 

 

［留意点］ 

1. 場内の試験には、37年生のカラタチ台｢土佐文旦｣(2025年時点)を用いた。土佐市および安

芸市の現地実証試験には、30年生のカラタチ台｢土佐文旦｣(2025年時点)を用いた。 

2.　石松子は、(株)ミツワ製を用いた。シリカゲルは、2～3%の食紅(食用紅色102号)で染色し

たものを用いた(図1)。 

3.　花粉は、前年度産のヒュウガナツ粗花粉を用いて、花粉増量剤と体積比で1:1になるように

混和し、開花期に受粉した。 

4.　資材の単価は、100mL当たり3%の食紅で染色したシリカゲルが13.6円、石松子が898.2円で

ある(2026年時点)。 

5.　適用範囲は、県内の｢土佐文旦｣栽培地域とする。 

 

［評　価］ 

｢土佐文旦｣における石松子以外の花粉増量剤として、シリカゲルを利用できることが明らかと

なり、花粉増量剤の安定確保とコスト削減および生産安定に寄与できる。 

 



［具体的データ］ 

 表1　石松子の代替資材と混和した 

ヒュウガナツ花粉の発芽率(%)(2024、2025) 

 

 

試験区 2024年 2025年
シリカゲル 38.1 41.4

石松子(対照) 44.5 44.5
ヒュウガナツ(単体) 45.6 47.5

  注)花粉発芽率はスライドガラス上に広げた寒天1%、ショ糖20%の培地に、

   花粉増量剤と混和した花粉を絵筆で置床した。湿室、25℃で24時間

   培養した後、顕微鏡下で300粒以上を2反復計測し、算出した。

 表2　受粉3ヶ月後の｢土佐文旦｣の着果率(%)(2024、2025) 

 

 

2024年
場内 場内 土佐市 安芸市

シリカゲル 56.7 82.5 95.0 80.0
石松子(対照) 53.3 90.0 97.5 40.0

試験区
2025年

  注1)供試樹数は場内と土佐市を2樹/区、安芸市をシリカゲル区は2樹、

    石松子区は1樹とした。

  2)調査花数は2024年の場内を30花、2025年の場内と土佐市を40花、

    安芸市を30花とした。

 表3　｢土佐文旦｣の収穫果実の果実品質および種子数(2025)

果実重 糖度 クエン酸含量

(g) (°Brix) (g/100g) 完全種子 不完全種子

シリカゲル 30 666  9.3 1.13 66.4 12.7

石松子(対照) 30 703  9.2 1.19 64.0 11.3

有意性z)  n.s.   n.s.  n.s.  n.s.  n.s.

シリカゲル 10 690  8.9 1.31 72.4  2.3

石松子(対照) 10 675  8.9 1.27 77.6  5.8

有意性  n.s.   n.s.  n.s.  n.s.  *

シリカゲル 10 557 10.7 1.35 76.5  4.5

石松子(対照) 10 584  9.7 1.41 60.9  7.9

有意性  n.s.   n.s.  n.s.  n.s.  *

種子数(個/果)
園地 試験区

調査
果実数

場内

土佐市

安芸市

注)場内は2025年12月8日、土佐市および安芸市は12月9日に収穫し、12月12日に調査した。

 z)t検定において、*は5%水準で有意差あり、n.s.は有意差なし。

  

 写真1　｢土佐文旦｣の果実断面図(左:シリカゲル、右:石松子) 

 

 

 



 

 

［その他］ 

研究課題名 ：石松子に代わる花粉増量剤を用いた土佐文旦および新高梨の着果安定技術の確立 

研 究 期 間： 令和6～7年度 

予 算 区 分：県単 

研 究 担 当： 栽培育種担当 

分 類：普　及

 
シリカゲル(SYLYSIA 470) 100g
食紅(食用紅色102号) 3g

水 100mL

食紅と水を混和させる(①)。
①とシリカゲルをビニール袋に入れ、
均一になるまで混和させる(②)。

②を薄く均一に広げ、
約100gになるまで乾燥させる。

準備

乾燥

混和 ① ②

  

図1　食紅を用いたシリカゲルの染色方法 

(例:3%食紅、100g作成時)


